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地
域
福
祉
事
業
所
と
は 

地
域
福
祉
事
業
所
は
、
組
合
員
や
家

族
、
働
く
人
や
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
の
拠
点
で

す
。 高

齢
者
生
協
は
設
立
当
初
か
ら
「
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
、
し
な
い
」
「
元
気
な

高
齢
者
が
も
っ
と
元
気
に
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

近
年
、
一
〇
〇
歳
以
上
の
所
在
不
明
も

大
き
な
話
題
に
な
り
、
核
家
族
化
や
家
族

形
態
の
変
化
も
あ
っ
て
、
高
齢
者
の
社
会

的
孤
立
が
課
題
と
な
り
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

更
に
は
、
多
く
の
元
気
な
高
齢
者
が
我

関
せ
ず
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の

力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
必
要
性
か
ら
、

「
支
え
ら
れ
る
存
在
か
ら
、
社
会
を
支
え

る
存
在
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
社
会
を
め
ざ
し
て

い
る
の
が
私
た
ち
高
齢
者
生
協
で
す
。 

そ
の
た
め
の
拠
点
が
地
域
福
祉
事
業

所
で
す
か
ら
、
地
域
福
祉
事
業
所
は
高
齢

者
生
協
に
と
っ
て
は
、
地
域
や
組
合
員
に

向
き
合
う
最
前
線
の
場
所
と
な
り
ま
す
。 

 
 

つ
ま
り
、
地
域
福
祉
事
業
所
に
は
、
四

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
社
会
を
め
ざ
す
活
動
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
事
業
経
営
に
関
す
る
取

り
組
み(

よ
い
仕
事
・
健
全
経
営
・
仕
事

拡
大)

や
、
社
会
保
障
や
平
和
・
環
境
問

題
な
ど
運
動
的
な
取
り
組
み
、
組
合
員
や

地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
活
動

に
共
感
す
る
組
合
員
を
増
や
す
取
り
組

み
な
ど
、
基
本
的
課
題
が
地
域
福
祉
事
業

所
に
は
課
さ
れ
て
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
小
さ
な
取
り
組

み
だ
け
で
、
高
齢
者
生
協
の
め
ざ
す
社
会

が
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
暮
す
多
く
の
組
合
員
や
そ
の
家

族
、
様
々
な
団
体
や
個
人
の
方
々
と
の
豊

か
な
関
係
を
築
く
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。 

そ
し
て
、
そ
こ
に
暮
す
全
て
の
人
々

が
、
自
分
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
し
続
け
る
こ
と
を
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
仕
組
み(

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ケ
ア)

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

地
域
福
祉
事
業
所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ケ
ア
を
め
ざ
す
拠
点
と
言
っ
て
も
良
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
高
齢
者
生
協
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
な
ど
思
い
を
共
有
す
る
団
体
と

の
協
同
で
、
全
国
一
万
か
所
の
地
域
福
祉

事
業
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 ２０２２年３月１日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 日下聰徳 
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http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●総代会開催のお知らせ 

●仕事おこし事業部から 

●理事会報告 

●さんぽ会初詣 

●健康のページ 

●「さんぽ会」スケジュール 

●エッセイ 

●3・4月の予定 〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

ホームページ 



2022年度第 24回通常総代会の開催について 

 定款第 50 条に基づき、香川県高齢者生活協同組合第 24 回通常総

代会を開催いたします。 

記 

日 程  2022年 6月 26日(日) 14：00～ 

場 所  丸亀町レッツホール  

住 所  高松市丸亀町 1-1 高松丸亀町壱番街東館 4F 

 

 

 

◆ことでん「片原町駅」から、徒歩で約 5 分 ◆

「JR 高松駅」、もしくは、ことでん「高松築

港駅」から高松丸亀町壱番街まで、徒歩で約

15 分 

 

 

 

 

 

 

※第 8回定時社員総会はルポール讃岐にて 2022年 6月 17日㈮ 

に開催（第 12回理事会と同日開催）といたします。 
 



香川県高齢者生活協同組合 

2022年度第24回通常総代会 総代選挙公示 

2022年3月1日 

香川県高齢者生活協同組合 総代選挙管理委員 

 定款第45条、第46条及び「総代選挙規約」にもとづき、総代選挙を下記のとおり実施し

ます。総代に立候補される組合員は、総代選挙管理委員会（本部）まで「総代立候補届」

を提出してください。 

記 

⑴2022年3月末在籍の組合員 

⑵総代定数：100人以上120人以内   

選挙区：全県1区とする 

事業別：福祉事業 仕事おこし事業 生きがい事業 各事業40人以内 

任 期：当選の日から2年とする 

⑶立候補の受付：2022年3月1日（火）～3月31日（木） 

⑷選挙日：2022年4月15日（金） 

今年は、総代さんを選ぶ総代会の年です。 

「総代会と総代の役割について」 

高齢者生活協同組合は、組合員の皆さまに出資をしていただく組織で、組合員が「1人一票」

の議決権を持って、事業運営を行っています。しかし、組合員が一堂に会することは不可

能です。そこで、組合員の代表として選出された総代が、通常総代会へ出席し、1年間の事

業・活動の総括と、新しい年度の事業・活動の計画など提案される議案を審議し、決定し

ます。 

 総代のもう一つの役割は、決定された事業・活動計画を日常的な活動の中で実行する中

心的役割です。それぞれの地域の「目と耳」として、地域の状況を反映し、組合員の求め

や状況を「声」として届ける役割であり、組合の事業・活動をより豊かにする大切な存在

です。 

任期は2年、再選に妨げはありません。 
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■
「
ひ
だ
ま
り
」
新
聞
、
５
・
６
月
号
は
、

総
代
会
議
案
書
送
付
の
た
め
、
通
常
は

４
月
末
、
あ
る
い
は
５
月
初
旬
発
刊
の

と
こ
ろ
、
５
月
下
旬
の
発
刊
に
な
り
ま

す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
「春
の
法
要
」 

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
「
春
の
法
要
」
を
左

記
日
時
に
て
執
り
行
い
ま
す
。 

日 

時 

令
和
四
年
三
月
二
十
一
日(

月) 

 
 

 
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

場 

所 

圓
通
寺 

※
当
日
は
お
寺
周
辺
の
清
掃
を
済
ま
せ 

た
後
、
圓
通
寺
に
て
「
春
の
法
要
」
を 

執
り
行
い
ま
す
。 

ど
な
た
様
で
も
ご
参
加
歓
迎
で
す
。
詳 

細
は
高
齢
協
本
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。 

※
電
話 

０
８
７-

８
９
９-

６
３
１
１ 

 

（
高
齢
協
本
部
） 

 

 
 

お
詫
び 

「
ひ
だ
ま
り
」
新
聞
先
月
号
で
ご
紹
介
し

た
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
特
別
公
演
の
記
事

中
、
写
真
の
氏
名
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の

で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

写
真
向
っ
て
左
側
の
方
を
長
屋
の
住
人

お
八
重
役
の
安
西
八
重
子
さ
ん
と
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
カ
ラ
オ
ケ
女
主

人
、
お
え
い
役
の
榮
野
嘉
江
さ
ん
で
し
だ
。

誤
っ
た
記
述
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 

香
川
ひ
だ
ま
り 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

皆
さ
ん
、
香
川
ひ
だ
ま
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
、
隣
接
さ
れ
る
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
者
様
と
、
外
部
か
ら
の
利
用
者
様

に
暖
か
い
「
ひ
だ
ま
り
村
」
の
ひ
と
と
き
を

と
、
日
々
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
活
動
面
で
は
、
平
行
棒
、
滑
車
、
自

転
車
こ
ぎ
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
日
々
、
体
調
の
変
化
は
あ
り
な
が

ら
も
自
分
の
足
で
立
ち
あ
が
っ
た
り
、
歩
い

た
り
、
ま
だ
ま
だ
出
来
る
こ
と
の
喜
び
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
踊
り
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
、
三
味
線
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
屋
内
行

事
や
季
節
毎
の
外
出
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
観
た

り
聞
い
た
り
「
五
感
」
を
活
用
し
た
機
能
訓

練
も
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
楽
し
く
、
仲
良
く
、
た
く
ま
し
く
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

理
事
会
報
告 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
三
年
度 

第
七
回
理
事
会 

 

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
（
金
）
開
催 

 
 
 
 

審
議
検
討
事
項 

□
故
元
理
事
長
中
村
大
詔
氏
の
「
偲
ぶ
会
」

を
二
月
十
一
日(

金)

に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
香
川
県
が
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
期
間
中
」
の
た
め
に
再
び

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
※
ハ
ガ
キ
に
て

新
聞
購
読
者
の
方
に
は
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。 

□
各
福
祉
事
業
所
の
諸
問
題
等
に
つ
い
て

検
討
協
議
し
ま
し
た
。 

報
告
事
項 

▽
十
一
月
度
月
次
損
益
状
況
（
生
協
・
支

援
）
と
各
事
業
所
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

▽
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

▽
い
き
が
い
事
業
部
・
地
域
活
動
委
員

会
・
西
讃
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
活
動

報
告
と
今
後
の
予
定
行
事
の
確
認
。 

▽
組
合
員
数
二
，
七
四
一
名
・
出
資
金
額

一
六
，
四
〇
〇
千
円
（
一
月
末
現
在
） 

 

組
合
員
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
拡
大
が
一
日
も
早
く
収
束
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
一
月
十
七
日
（
月
）
に
久
し
振
り

に
美
味
休
心
に
て
総
会
の
後
、
食
事
会
を
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
出
席
者
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
っ
た
結
果
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

日
時
は
四
月
三
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
、
場
所
は
高
齢
協
本
部
で
会
費
は

二
千
円
で
す
。 

※
連
絡
先 

木
村 

０
９
０-

４
５
０
１-

３
４
２
３ 

坂
口 

０
９
０-

１
３
２
８-

８
８
３
３ 

、 
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3～5月 さんぽ会・里山ウオークスケジュール 

「さんぽ会」スケジュール 

■総会  

★日  時 4月 2日（土） 午前 11時～12時予定  

★場所・時間 午前 11時 ルポール讃岐 2Ｆ大ホール 

★参 加 費 2.000円(令和 5年度年会費)※昼食は豪華特製弁当 

※総会終了後は、自由参加での栗林公園花見を予定しています。 

■島根県 足立美術館見学 

★日  時 5月 15日（日） 

※行き先のみの決定で詳細は次号掲載予定。 

「里山ウオーク」スケジュール 

■御厩富士・六つ目山(317ｍ)登山 

★日  時 3月 13日（日） 

 ★集  合 仏生山ハローズ 午前 9時 30分 帰着予定 午後 3時 

★参 加 費 近距離のため不要 

★昼  食 ぼっこやうどん 

 

※「里山ウォーク」は今回を以って閉会とします。 

永らくご愛顧を賜りありがとうございました。 

 

          

                         

 

   暮しのお困りごとは、仕事おこし事業部へ 

★お庭の草刈り・剪定★網戸や障子の張り替え  

★換気扇の掃除★家具の移動★お墓の掃除 など     

何でもご相談を！ 

０８０－２８５１－４３３６（土肥）０８０－２９９０－４５８６（森岡） 
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「
さ
ん
ぽ
会
初
詣
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
河
健
介 

 

令
和
四
年
一
月
九
日
、
今
年
の
一
月

の
さ
ん
ぽ
会
は
、
昨
年
の
四
国
八
十
八

ケ
所
第
一
番
霊
山
寺
か
ら
第
五
番
地

蔵
寺
に
続
い
て
、
第
六
番
安
楽
寺
か
ら
、

第
九
番
法
輪
寺
ま
で
の
四
ケ
寺
の
行

程
で
あ
っ
た
。 

ハ
ロ
ー
ズ
仏
生
山
九
時
集
合
、
九
時

二
十
分
Ｊ
Ａ
木
太
経
由
に
て
徳
島
に

向
か
う
。 

十
一
時
、
温
泉
山
の
山
号
が
仁
王
門

に
掲
げ
ら
れ
る
安
楽
寺
に
到
着
す
る
。

徳
島
藩
主
の
蜂
須
賀
公
か
ら
指
定
を

受
け
た
遍
路
を
泊
め
る
「
駅
路
寺
」
で

今
も
宿
坊
と
し
て
人
気
が
あ
る
。 

境
内
に
難
病
に
特
効
あ
り
と
伝
わ

る
湧
き
出
る
井
戸
や
弘
法
大
師
手
植

え
の
さ
か
さ
の
松
が
あ
る
。 

二
十
分
程
見
学
し
て
、
八
つ
の
苦
し

み
を
逃
れ
十
の
楽
し
み
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
と
の
願
い
が
寺
号
の
由
来
に

な
っ
て
い
る
十
楽
寺
に
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
鐘
楼
門
の
あ
る
寺
で
あ
る
。 

昼
食
は
本
格
的
な
阿
波
蕎
麦
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
直
心
庵
で
い
た
だ

く
。
こ
の
参
加
費
用
で
こ
の
食
事
は

仲
々
豪
華
で
あ
る
。
美
味
し
い
食
事
は

さ
ん
ぽ
会
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
人

間
、
食
べ
る
楽
し
み
は
何
も
の
に
も
代

え
が
た
い
も
の
が
あ
る
。 

食
事
を
済
ま
せ
、
二
時
前
八
番
札
所

熊
谷
寺
に
参
る
。
少
し
高
台
に
あ
り
、

熊
野
修
験
者
の
修
験
道
場
で
あ
る
。 

四
国
八
十
八
ケ
所
中
、
一
番
大
き
な

仁
王
門
が
あ
り
、
本
堂
か
ら
四
十
二
段

の
石
段
を
上
る
と
、
眼
下
に
広
が
る
雄

大
な
徳
島
平
野
が
一
望
で
き
る
。 

二
時
半
、
九
番
札
所
法
輪
寺
に
着
く
。

本
尊
は
八
十
八
ケ
所
中
、
唯
一
の
涅
槃

像
で
あ
る
。
健
脚
祈
願
の
寺
と
さ
れ
て

い
る
。 

さ
ん
ぽ
会
の
皆
さ
ん
は
な
か
な
か

の
健
脚
で
あ
る
。
三
時
、
道
の
駅
土
成

で
休
憩
、
各
自
土
産
物
を
買
っ
た
り
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
思
い
思
い
の
時
を

過
ご
し
、
三
時
五
十
分
帰
途
に
着
く
。 

Ｊ
Ａ
木
太
四
時
四
十
分
、
ハ
ロ
ー
ズ

仏
生
山
五
時
到
着
。
コ
ロ
ナ
禍
、
企

画
・
計
画
を
し
て
い
た
だ
い
た
会
長
、

幹
事
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
。
今
年

も
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

ち
ょ
っ
と
一
言 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

自
転
車
ご
と
水
路
に
転
落
！ 

高
齢
者
が
自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま
水

路
に
転
落
。
水
路
を
流
れ
る
水
が
多
く

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
水
死
す
る
と
い

う
、
不
幸
な
事
故
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。 

水
路
に
転
落
し
な
い
た
め
に
、
道
路

は
白
線
の
内
側
を
走
る
よ
う
に
。
夜
は

白
線
が
見
え
難
い
の
で
自
転
車
に
は
乗

ら
な
い
よ
う
に
。
風
が
強
い
日
も
同
様

に
フ
ラ
つ
い
て
危
な
い
の
で
自
転
車
は

危
険
。 

慣
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
の
過
信
は

禁
物
で
す
。 
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３
７
６
台
収
容
の
「
く
る
り
ん
駐
車
場
」 

駐
車
場
移
転
・
オ
ー
プ
ン
の

お
知
ら
せ
！ 

丸
亀
町
北
駐
車
場
が
「
丸
亀
町
く
る
り

ん
駐
車
場
」
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変

り
、
昨
年
１
２
月
か
ら
新
し
い
場
所

（
高
松
市
大
工
町
８-

１
）
に
移
転
し
、

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。 

愛
称
は
『
丸
亀
町
く
る
り
ん
駐
車
場
』 

 

 
 
 
 
 
 

『
丸
亀
町
く
る
り
ん
駐
車
場
』
は
、
高

松
市
大
工
町
と
丸
亀
町
３
番
街
交
差

点
の
所
に
あ
り
ま
す
。 

進
入
路
は
フ
ェ
リ
ー
通
り
と
今
新

町
か
ら
で
す
が
、
商
店
街
の
メ
イ
ン
通

り
の
反
対
側
（
東
）
に
な
り
ま
す
。 

 

 

入
口
右
は
高
齢
者
支
援
協
会
の
新
し
い

事
務
所
で
す
。
建
物
の
２
階
で
す
。 

 

 

と
つ
て
も
可
愛
い
名
前
の
駐
車
場
。
そ

の
上
利
用
し
や
す
い
と
い
う
利
便
性
も
。

街
中
へ
の
お
出
か
け
や
お
買
い
も
の
、
お

仕
事
な
ど
の
際
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

 

駐
車
場
内
部 

『
丸
亀
町
く
る
り
ん
駐
車
場
』
は
、
以

前
の
北
駐
車
場
に
比
べ
る
と
よ
り
広

く
な
り
、
車
が
出
入
り
し
や
す
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で 

す
。 

 

建
物
２
階
の
管
理
人
室
で
仕
事
中
の
伊

賀
さ
ん
（
支
援
協
会
仕
事
お
こ
し
事
業

部
）
。
出
入
口
ゲ
ー
ト
と
離
れ
て
い
る
た

め
作
業
は
遠
隔
操
作
に
な
り
ま
す
。 

利
用
料
金
は
３
０
分
毎
に
１
０
０
円
、

５
時
間
以
内
５
０
０
円
ま
で
。
以
降
７

０
０
円
ま
で
（
７
時
～
１
９
時
ま
で
） 

夜
間
、
午
後
７
時
～
翌
朝
７
時
ま
で
は

６
０
分
毎
１
０
０
円
。
２
４
時
間
営
業

定
休
日
な
し
。
※
身
障
者
用
３
台
あ
り 



   

 

 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 
 

人
・
ひ
と
・
ヒ
ト 

 

「

今
月
の
主
役

」 

訪
問
介
護
ひ
だ
ま
り
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
就

任
し
た 

 
 

 
 

 
 

正
木 

雄
晴
さ
ん 

 

青
梅
理
事
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
る

正
木
さ
ん 

―
―
―

三
月
一
日
付
で
新
し
い
部
署
に

責
任
者
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

お
仕
事
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。 

正
木 

一
般
介
護
関
係
の
ヘ
ル
パ
ー
は

今
ま
で
通
り
で
す
が
、
そ
れ
に
障
害
者

の
介
護
、
ヘ
ル
パ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。

全
体
的
に
訪
問
介
護
の
仕
事
に
変
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
、
お
身
体
の
不

住
な
方
で
す
が
、
例
え
ば
目
の
見
え
な

い
方
や
精
神
疾
患
を
持
っ
て
い
る
方
な

ど
が
、
自
宅
に
居
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。
日
常
生
活

の
中
で
の
お
買
い
物
や
病
院
通
い
、
お

出
か
け
や
お
散
歩
な
ど
の
お
手
伝
い
が

業
務
に
な
り
ま
す
。 

―
―
―

介
護
関
係
の
仕
事
に
就
か
れ
た

の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。 

正
木 

四
年
前
か
ら
で
、
障
害
者
支
援

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
高

齢
協
に
は
二
年
前
の
十
一
月
か
ら
勤
務

し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
生
活
相
談
員
と
管
理
者
業
務
で
す
。

そ
の
後
、
訪
問
介
護
の
部
署
に
異
動
に

な
り
、
三
月
一
日
付
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
に
就
任
し
ま
し
た
。 

―
―
―

お
仕
事
を
続
け
て
い
る
中
で
、

嬉
し
か
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
。 

正
木 

そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
一
番
嬉
し

い
の
は
ど
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
一
緒

で
す
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
た
と
き
で
す
ね
。「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
と
笑
顔
が
最
大
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
少
し
ぐ
ら
い
嫌
な

こ
と
や
落
ち
込
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
と
笑
顔

を
見
れ
ば
パ
ッ
と
心
が
晴
れ
ま
す
し
、

明
日
も
頑
張
ろ
う
と
元
気
が
湧
い
て
き

ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
に
は
心
底

励
ま
さ
れ
ま
す
し
、
こ
の
仕
事
を
や
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。 

―
―
―

ご
家
族
は
？ 

正
木 

妻
と
の
ふ
た
り
暮
ら
し
で
す
。

妻
は
共
稼
ぎ
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

―
―
―

新
し
い
春
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

お
身
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

了 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
⑯ 

 

 
 

 

 

両
足
の
む
く
み
、
急
に
増
え
る

階
段
や
坂
道
で
の
息
切
れ
や
夜

間
の
息
苦
し
さ
に
要
注
意
！ 

 
 

「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

最
近
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
機
会
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
す
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。 

 

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
は
感
染
症
の

世
界
的
大
流
行
を
表
す
言
葉
で
す
。
実

は
十
年
前
か
ら
こ
の
言
葉
が
心
不
全

で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
心
不
全
の

患
者
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。 

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
日
本
や
先

進
国
で
は
、
心
不
全
の
患
者
さ
ん
の
数

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
い
う
予

想
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
危

機
的
状
況
を
感
染
症
の
爆
発
的
な
流

行
に
見
立
て
て
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

我
が
国
の
総
人
口
は
す
で
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
心
不
全
の
患
者

さ
ん
は
少
な
く
と
も
二
〇
二
〇
年
に

は
一
二
〇
万
人
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
現
在
一
〇
〇
万

人
ほ
ど
い
る
と
言
わ
れ
る
が
ん
患
者

さ
ん
と
比
べ
て
も
、
か
な
り
多
い
数
字

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
な

る
と
、
入
院
医
療
が
必
要
な
高
齢
心
不

全
患
者
さ
ん
で
あ
ふ
れ
、
病
院
が
患
者

さ
ん
を
受
け
止
め
き
れ
な
く
な
る
事

態
が
想
定
さ
れ
、
社
会
的
な
問
題
が
起

こ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
心
不
全
を

早
期
に
発
見
し
治
療
・
予
防
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

心
不
全
の
原
因
と
な
る
疾
患
に
は
、

高
血
圧
症
、
心
筋
症
、
狭
心
症
・
心
筋

梗
塞
、
弁
膜
症
、
先
天
性
心
疾
患
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
を
お
持

ち
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
病
院
に

罹
ら
れ
て
い
な
い
ご
高
齢
の
か
た
も

心
不
全
の
兆
候
を
知
っ
て
お
か
れ
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
両
足
の
む
く
み
、

急
に
増
え
る
体
重
（
一
週
間
で
二
キ
ロ

以
上
）
、
階
段
や
坂
道
で
の
息
切
れ
、

夜
間
の
息
苦
し
さ
や
咳
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
気
に
な
る
方
は
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
た
り
、
主
に
循
環
器
科
の
医

療
機
関
を
受
診
し
て
心
臓
の
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

心
不
全
は
放
っ
て
お
く
と
良
く
な

い
で
す
が
、
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
心
不
全
は
ど
う
い
う
病
気
で
、
ど

う
い
う
経
過
で
発
症
す
る
の
か
を
知

り
、
予
防
方
法
を
覚
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
生
活
習
慣

の
管
理
と
改
善
で
あ
り
、
必
要
な
場
合

は
き
ち
ん
と
薬
を
飲
む
こ
と
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
心
不
全
を
怖
が
ら
な
く
て

も
明
る
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。 丸

亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

豊
永
慎
二 
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今
は
昔
の
も
の
が
た
り 

 
 

大
先
輩
の
女
性
が
ぼ
や
い
て
い
た
。

同
級
で
は
な
い
が
親
し
く
し
て
い
た

人
が
言
う
。
「
同
窓
会
な
ん
て
行
っ
て

も
還
暦
を
過
ぎ
る
と
味
気
な
い
も
の

よ
。
集
ま
っ
て
も
話
の
タ
ネ
と
い
え
ば

年
齢
を
巡
る
体
調
と
孫
の
こ
と
ば
っ

か
り
。
参
加
す
る
気
が
失
せ
る
ば
か
り

よ
」
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
共
感
し
た
が
、

こ
の
ご
ろ
に
な
る
と
似
た
り
寄
っ
た
り

の
状
況
ば
か
り
。
我
ら
の
同
級
生
も
昨
年

の
う
ち
に
は
御
年
数
え
で
八
十
八
歳
と

い
う
連
中
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

米
寿
な
ど
と
い
う
と
、
昔
は
ど
れ
ほ
ど

の
大
年
寄
り
か
と
受
け
止
め
て
い
た
が
、

い
ざ
自
分
が
そ
の
仲
間
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
年
齢
の
こ
と
は
忘
れ
て
騒
い
で
い

た
り
し
て
、
イ
イ
キ
な
も
の
だ
。 

米
寿
と
い
わ
れ
て
さ
し
た
る
感
慨
は

な
い
も
の
の
、
体
力
的
に
は
衰
え
を
吐
露

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
還
暦
と
い
っ
て

も
、
「
ま
だ
歳
は
若
い
な
」
冷
や
か
し
た

り
し
て
い
る
。
気
分
と
し
て
は
そ
う
の
だ

が
、
体
力
は
無
理
で
き
な
い
。
日
々
つ
と

に
脚
力
が
意
外
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。 

 
 
 

 
先
日
も
少
し
遅
く
な
っ
て
ち
ょ
っ
と

出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
ほ
ん
の
近

く
の
峠
の
頂
上
で
立
ち
往
生
し
て
し
ま

い
、
近
く
の
人
に
わ
が
家
ま
で
送
っ
て
も

ら
っ
た
。 

「
昔
は
こ
の
近
所
の
こ
と
を
コ
ラ
ム
に

書
い
て
も
ら
っ
た
の
に
な
あ
」 

と
言
わ
れ
た
。
コ
ラ
ム
に
近
く
の
村
祭

り
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
、
ロ
ー

カ
リ
テ
ィ
ー
豊
か
に
な
り
、
読
者
か
ら
喜

ば
れ
る
。
そ
の
人
が
迷
っ
て
し
ま
っ
た
小

生
を
送
っ
て
く
れ
た
の
も
、
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
と
し
て
の
記
憶
が
あ
っ
た
お
陰
と
い

う
ほ
か
な
い
。 

こ
の
と
き
感
じ
た
の
が
寝
時
分
の
年

齢
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
う
だ
い
ま
や
自
分

も
米
寿
の
仲
間
な
の
だ
と
い
う
感
慨
を

い
ま
さ
ら
の
如
く
新
た
に
し
た
こ
と
だ
。 

こ
の
夜
も
と
く
に
疲
れ
た
と
い
う
の

で
は
な
い
の
に
、
小
さ
な
峠
の
頂
上
で
息

が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
息

の
強
弱
は
心
臓
の
働
き
が
衰
え
に
主
因

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
く
ら
外
装

ば
か
り
若
々
し
さ
を
保
っ
て
い
て
も
、
も

う
い
け
な
い
。
耐
力
が
つ
い
て
い
か
な
い
。 

歯
も
ボ
ロ
ボ
ロ
、
頭
髪
も
弱
々
し
さ
だ

け
が
表
立
っ
て
く
る
。
筆
を
と
っ
て
い
る

と
い
つ
も
辿
る
の
は
年
寄
り
が
陥
る
穴

ば
か
り
。
も
う
少
し
元
気
の
い
い
こ
と
を

綴
っ
て
読
者
を
元
気
づ
け
た
い
と
思
い

は
大
き
い
が
、
も
う
元
気
を
奮
い
立
た
せ

よ
う
と
頑
張
っ
て
も
本
当
に
息
が
切
れ

て
い
る
。
マ
ス
ク
の
働
き
も
本
当
に
効
果

を
上
げ
手
い
る
の
か
心
も
と
な
い
ば
か

り
。
今
回
の
ボ
ヤ
キ
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で

置
く
と
し
ょ
う
か
。 
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        ２０22年 3・4月 行事案内 

  ひだまり倶楽部「春の法要」のお知らせ 

日時 令和４年 3 月 21 日(月) 午前 10 時～ 

場所 圓通寺 

※当日はお寺周辺の清掃と法要を執り行います。どなた様でもご参加歓

迎です。お気軽にお問い合せください。 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。 

2022年度第 24回通常総代会を 6月 26日（日）午後 2時から予定

しています。場所は丸亀町レッツホールです。 

詳細は本紙 2～3ページをご覧ください。 

           

ご一緒に楽しみませんか? 

♠高松教室(高齢協本部) 

♠高齢協合唱団「それいゆ」（10時〜12時）       ◆ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347 

☎田岡 090-4785-8478                      ・毎月水曜日の 2回～3回 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(18時 30分～21時)    

☎小西 090-1003-8568                  ◆ダンスを楽しむ会 

♠さんぽ会☎吉田 090-5809-8400                ・毎週金曜日(１3時～１5時) 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                  木太コミュニティセンター 

♠夢を見る会 ☎木村 090-4501-3423                ☎木村 090-4501-3423 

♠ボウリング同好会 ☎嶋岡 080-3166-2342       ◆詰田川自然農園☎三村 090-5915-0372        

♣西讃地域センター 

            ♣琴平コーラス ミュゲ（10時～12時） 

                ☎山本 090-4787-4882  

♣琴平・ダンス教室（13時～17時） 

ダンス十八番 

 ☎日野 090-3188-1672 

♣歌声「さつき」☎宮崎 090-2781-0488 

★ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 


